
漢
　
方
　
の
　
臨
　
床

東
　
亜
　
医
　
学
　
協
　
会

ISSN 0451-307X

東 亜 医 学 協 会〒102‒0072
東京都千代田区飯田橋

1‒12‒7　MSビル

電　話 03-3264-8410
F A X 03-3265-5995
振　替 00140-7-119430

Journal of Kampo Medicine
Published by The Association of East-Asian Medicine

https://aeam.jp/
Eメール：domei‒toa@nifty.com

第
73
巻
第
4
号
（
通
巻
8‌

6‌

0
号
）　
　
　
　
　
令
和
8
年（
2‌

0‌

2‌

6
）4
月
号

昭和29年 9月1日創刊　 昭和29年10月25日　第 3種郵便物認可
令和8年4月25日発行（毎月1回25日発行）第73巻第4号（通巻860号）

2 0 2 64 第73巻・第 4号

〔 主 な 内 容 〕
〔口絵〕　目でみる漢方史料館（504）（505）（506）･････････････････････････ 小曽戸　洋･･･････ 398
巻頭言･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 貝沼茂三郎･･･････ 407

　 追悼座談会 　山崎正寿先生を悼む（その1）･
　　　　　　　 小曽戸洋　 寺澤捷年　 永井良樹　 中田敬吾 
　　　　　　　 細野靖之　 吉本　悟　 渡辺浩二〔司会〕                   

･･･････ 409

医史学と私･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 山崎　正寿･･･････ 421
『天回医簡』犮法と石法････････････････････････････････････････････････････････ 関屋　成彰･･･････ 431
保険診療における生薬調剤の実際･････････････････････････････････････････ 笛木　　司･･･････ 441
慢性咳嗽に対し、漢方が奏功した1例････････････････････････････････････今井　幸他･･･････ 449
入院加療中に出現した食欲・意欲低下に対して･
　釣藤散が奏効した高齢患者の1例････････････････････････････････････三ケ田顕子他･･･････ 453
続・七物降下湯治験･････････････････････････････････････････････････････････････関矢信康他･･･････ 459
飯塚病院　月曜カンファレンス　臨床経験報告会より⃝171 ･････････川野綾子他･･･････ 465
東京医大漢方医学センターだより（59）･･･････････････････････････････････及川哲郎他･･･････ 471
煎じ薬のすすめ（9）･････････････････････････････････････････････････････････････小暮敏明他･･･････ 477
東洋堂経験余話（394）･･･････････････････････････････････････････････････････････ 松本　一男･･･････ 483
漢方牛歩録（436）･････････････････････････････････････････････････････････････････ 中村　謙介･･･････ 486
漢方研究室（73）　2026年4月出題　第73問･･････････････････････････････ 中川　良隆･･･････ 489
訃報　本間行彦先生････････････････････････････････････････････････････････････ 大塚　吉則･･･････ 492
『ある漢方医の偉業』浅田宗伯と明宮嘉人親王（大正天皇）･････････ 秋葉　哲生･･･････ 494
「貝原益軒『大和本草』の漢方を読む」････････････････････････････････････ 編　集　局･･･････ 495
『銅人腧穴鍼灸図経』に関する新研究･････････････････････････････････････ 小曽戸　洋･･･････ 496



漢方の臨床　第 73 巻第 4 号（2026）407（11）1（x） 漢方の臨床　第 73 巻第 4 号（2026）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

巻
　頭
　言

　
東
洋
医
学
の
発
展

　
　
～
次
世
代
へ
の
新
た
な
挑
戦
～

富
山
大
学
学
術
研
究
部
医
学
系
和
漢
診
療
学
講
座　

貝
　
沼
　
茂
三
郎

　
こ
の
度
、
第
76
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
の
会
頭
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
、
富
山
大
学
学
術
研
究
部
医
学
系
和
漢
診
療
学
講

座
の
貝
沼
茂
三
郎
と
申
し
ま
す
。
伝
統
と
格
式
を
誇
る
本
学
会
の

学
術
総
会
を
お
任
せ
い
た
だ
く
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
こ
の
上
な

い
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
き
な
責
任
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
歴
代
の
会
頭
を
顧
み
ま
す

と
、
い
ず
れ
の
先
生
方
も
東
洋
医
学
の
臨
床
・
研
究
・
教
育
の
各

分
野
に
お
い
て
卓
越
し
た
業
績
を
残
し
、
今
日
の
漢
方
医
学
の
発

展
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
重
み
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

私
自
身
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
自
問
自
答
す
る
日
々
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
熟
考
の
末
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、

本
総
会
の
テ
ー
マ
「
東
洋
医
学
の
発
展
～
次
世
代
へ
の
新
た
な
挑

戦
～
」
で
す
。
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、「
や
や
抽
象
的
で
わ
か
り

に
く
い
の
で
は
な
い
か
」「
具
体
的
な
挑
戦
の
対
象
が
見
え
に
く

い
」
と
い
っ
た
率
直
な
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
あ
え
て
テ
ー
マ
を
明
確
に
限
定
せ
ず
、
一
定
の
余

白
を
残
す
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
東
洋
医
学
が
直

面
す
る
課
題
や
可
能
性
は
、
立
場
や
専
門
、
世
代
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
経
験
や
問
題
意
識
を
重
ね
合
わ
せ
、

主
体
的
に
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
で
こ
そ
、
新
た
な
展
望
が
開
か

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
総
会
が
、
そ
の
よ
う
な
自
由

で
創
造
的
な
議
論
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
東
洋
医
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
安
定
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
学
教
育
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
人
材
育
成

の
あ
り
方
、
研
究
資
源
や
研
究
手
法
の
問
題
、
生
薬
の
安
定
供

給
、
さ
ら
に
は
医
療
制
度
や
保
険
診
療
と
の
関
係
な
ど
、
解
決
す

べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
一
朝
一
夕
に
解
答
が

得
ら
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
長
年
に
わ
た
り
議
論
さ
れ
て
き
た

テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
従
来
の
延
長
線
上
に
と

ど
ま
ら
な
い
視
点
や
、
分
野
横
断
的
な
連
携
を
模
索
す
る
こ
と
が
、

今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
「
新
た
な
挑
戦
」
の
先
に
思
い
描
く
将
来
像
の
一
つ
は
、

東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
の
垣
根
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
を

自
在
に
使
い
分
け
、
統
合
的
に
活
用
で
き
る
医
療
の
実
現
で
す
。

い
わ
ゆ
る
“
二
刀
流
”
の
医
療
者
が
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、
ご

く
自
然
な
姿
と
し
て
次
世
代
に
根
付
い
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

東
西
医
学
の
融
合
は
、
長
年
理
想
と
し
て
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

巻頭言＿貝沼先生ver2.indd   1巻頭言＿貝沼先生ver2.indd   1 2026/04/09   10:092026/04/09   10:09



漢方の臨床　第 73 巻第 4 号（2026） （12）408（x）2漢方の臨床　第 73 巻第 4号（2026）

教
育
制
度
や
評
価
体
系
、
臨
床
現
場
の
慣
習
な
ど
、
現
実
に
は
多

く
の
壁
が
存
在
し
ま
す
。
本
総
会
が
、
そ
の
壁
を
少
し
で
も
低
く

し
、「
で
き
な
い
理
由
」
で
は
な
く
「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
」
を

語
り
合
う
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
う
し
た
理
念
を
具
体
的
な
形
と
し
て
示
す
た
め
、
本
総
会
で

は
学
術
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
文
化
・
教
育
・
交
流
を
重
視
し

た
多
様
な
企
画
を
用
意
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
特
別
企
画
と
し
て
、

本
県
出
身
の
落
語
家
・
立
川
志
の
輔
師
匠
を
お
迎
え
し
ま
す
。
日

常
の
診
療
や
研
究
か
ら
一
歩
離
れ
、
人
の
心
を
つ
か
む
話
芸
に
触

れ
る
こ
と
は
、
医
療
者
に
と
っ
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。
学
術
集
会
に
文
化
的
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

東
洋
医
学
の
奥
行
き
や
人
間
観
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
時
間
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
手
医
師
・
研
究
者
の
育
成
を
本
総
会
の
重
要
な
柱
の

一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
先
生
方
に
直

接
質
問
で
き
る m

eet the expert

、
腹
診
に
自
信
の
な
い
若
手

を
対
象
と
し
た
腹
診
実
技
セ
ミ
ナ
ー
、
さ
ら
に
富
山
大
学
薬
学
部

附
属
薬
用
植
物
園
や
民
族
薬
物
資
料
館
の
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
、
実

体
験
を
通
じ
て
学
べ
る
企
画
を
数
多
く
準
備
し
ま
し
た
。
す
で
に

事
前
予
約
が
満
席
と
な
っ
た
企
画
も
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
若
い

力
の
意
欲
と
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
子
育
て
世
代
の
医
療
者
に
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
、
無
料
託
児
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
一
般
演
題
で
は
、

経
験
豊
富
な
先
生
と
若
手
を
座
長
と
し
て
組
み
合
わ
せ
、
世
代
を

超
え
た
対
話
が
自
然
に
生
ま
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
時
間
や
場
所
の
制
約

を
越
え
た
学
び
の
機
会
を
提
供
し
、「
学
会
に
参
加
し
た
く
て
も
参

加
で
き
な
か
っ
た
」
方
々
に
も
開
か
れ
た
総
会
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
薬
剤
師
向
け
に
は
最
大
９
単
位
の
研
修
単
位
取
得
が
可
能
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
鍼
灸
実
技
セ
ミ
ナ
ー
、
看
護
と
漢
方
、
学

生
企
画
、
仲
景
杯
な
ど
、
多
職
種
・
多
世
代
が
交
わ
る
企
画
を
幅

広
く
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
懇
親
会
で
は
、
日
本
酒
や
ま
す
寿
司

の
食
べ
比
べ
、
漢
方
ソ
ム
リ
エ
企
画
な
ど
、
富
山
な
ら
で
は
の
魅

力
も
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
１
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
が
「
２
０
２
５
年
に
行
く
べ
き
52
カ
所
」
に
富
山
を
選
出
し
た

こ
と
も
追
い
風
と
な
り
、
地
方
開
催
で
あ
り
な
が
ら
、
大
阪
・
東

京
開
催
を
上
回
る
数
の
一
般
演
題
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

富
山
の
自
然
・
文
化
・
食
に
触
れ
な
が
ら
、
漢
方
の
未
来
を
語
り

合
う
本
総
会
は
、
参
加
さ
れ
る
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
時
間
と

な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
総
会
が
、
漢
方
医
学
を
次
世
代
へ
と
力
強
く
つ
な
ぎ
、
東
洋

医
学
と
西
洋
医
学
の
二
刀
流
が
当
た
り
前
と
な
る
医
療
の
未
来
を

切
り
開
く
「
決
起
集
会
」
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
皆
様
と
富
山
の
地
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
、
心
よ

り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　（
医
師
：
〒
930
─0194 

富
山
県
富
山
市
杉
谷
２
６
３
０
）
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要
　
　
旨

　『
天
回
医
簡
・
逆
順
五
色
脈
蔵
験
精
神
』
簡
24
に
「
犮
者
、
去
洫

以
平
盈
。
石
者
、
客
有
余
以
験
鈞
」
と
、
犮
法
と
石
法
の
大
綱
を
述

べ
た
文
が
あ
る
。
整
理
者
は
「
洫
」
は
「
溢
」
に
通
じ
、「
客
有
余
」

は
「
邪
勝
」
と
同
義
と
言
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
従
う
と
文
法
的
に

お
か
し
な
点
が
あ
る
。
ま
た
犮
法
も
石
法
も
実
の
状
態
に
用
い
る
も

の
と
な
り
、そ
の
点
も
疑
問
で
あ
る
。
犮
法
は
精
気
（
正
気
）
が
去
っ

て
洫
（
溝
）
と
な
っ
て
い
る
状
態
を
盈
た
す
方
法
、
石
法
は
邪
気
が

あ
っ
て
有
余
の
状
態
を
均
す
方
法
、す
な
わ
ち
犮
法
は
虚
の
状
態
に
、

石
法
は
実
の
状
態
に
用
い
る
治
療
法
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
犮
法
は
温
め
る
治
療
法
で
あ
る
。
仮
に
犮
法
を
灸
法
の
こ
と
と

す
る
な
ら
ば
、「
犮
」
は
邪
気
を
祓
う
の
「
祓
」
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
初
期
は
体
幹
部
に
煙
を
あ
て
る
施
術
だ
っ
た
が
、
や
が
て
温

熱
効
果
を
期
待
し
て
艾
を
直
接
体
表
に
置
く
方
法
へ
と
変
化
し
、
四

肢
に
も
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。医
術
と
巫
術
の
分
化
に
伴
い
、

「
犮
」
に
代
わ
っ
て
「
久
（
灸
）」
の
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
：
天
回
医
簡
、
犮
法
、
灸
法
、
起
源

　
　
　
１
．
序
　
　
論

　
本
稿
は
、
２
０
２
５
年
12
月
13
・
14
日
に
成
都
で
開
か
れ
る
中
国

出
土
医
学
文
献
与
文
物
国
際
学
術
会
議
で
発
表
す
る
予
定
だ
っ
た
も

の
だ
が
、
学
会
が
流
れ
た
の
で
こ
こ
に
発
表
す
る
。

　『
天
回
医
簡
・
逆
順
五
色
脈
蔵
験
精
神
』（
以
後『
逆
順
』）簡
24
に「
犮

者
、
去
洫
以
平
盈
。
石
者
、
客
有
余
以
験
鈞
」
と
、
犮
法
と
石
法
の

大
綱
を
述
べ
た
文
が
あ
る
。『
天
回
医
簡
』
中
の
『
逆
順
』
と
『
犮

理
』
で
は
、
犮
法
と
石
法
が
こ
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
対
と
な
っ
て
い

る
。
石
法
は
砭
石
を
用
い
た
治
療
法
と
さ
れ
る
一
方
、
犮
法
は
現
状

『
天
回
医
簡
』犮
法
と
石
法

立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
客
員
研
究
員
　
関
　
屋
　
成
　
彰

原　 著
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で
は
『
天
回
医
簡
』
に
の
み
見
ら
れ
、
灸
（
１
（（
2
（法

、
抜
缶
療
法（
３
（、

祓
祭（
４
（、

金
属
鍼
に
よ
る
治
療
法（
5
（、

あ
る
い
は
烏
頭
・
附
子
な
ど
を
外
用
し
て

発
汗
や
排
膿
さ
せ
る
治
療
法（
６
（な

ど
諸
説
あ
る
。

　
大
綱
の
文
だ
が
、整
理
者
は
「
洫
」
は
「
溢
」
に
通
じ
、「
客
」
は
「
邪

気
」、「
鈞
」
は
「
均
」
と
同
義
と
言
う（
7
（。

こ
れ
に
従
え
ば
、
犮
の
文

は
、「
去
」
を
他
動
詞
、「
洫
」
を
目
的
語
と
し
て
、「
洫
（
溢
）
を

去
り
て
以
て
盈
を
平
か
に
す
」
と
読
み
下
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と

対
と
な
る
石
の
文
も
同
じ
文
型
に
な
っ
て
い
よ
う
か
ら
、「
客
」
を

他
動
詞
、「
有
余
」
を
目
的
語
と
し
て
、「
有
余
を
客
し
て
以
て
鈞
を

験
す
」
と
な
る
が
、意
味
が
通
じ
な
い
。
逆
に
石
の
文
か
ら
考
え
て
、

「
客
」を
主
語（
名
詞
）、「
有
余
」を
自
動
詞
と
し
て「
客
有
余（
邪
勝
）」

と
し
た
場
合
、
犮
の
文
は
「
去
」
が
名
詞
と
な
る
が
、
こ
れ
も
ま
た

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
文
法
的
問
題
に
つ
い
て
、「
客
」
が
「
舍
」

（
＝
「
捨
」）
の
誤
り（
8
（、

あ
る
い
は
「
却
」
と
通
じ
る（
９
（と

い
う
意
見
が

あ
り
、「
有
余
を
客
（
舍
・
却
）
し
て
（
有
余
を
取
り
除
く
）」
と
し

て
、
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
る
。「
験
」
に
つ
い
て
は
、
原
文
を
確

認
す
る
と
本
当
に
「
験
」
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
（
図
1
・
２
参
照
。

以
後
□
と
し
て
お
く
）。
た
だ
「
験
鈞
」
は
「
平
盈
」
と
対
応
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
衡
状
態
、
釣
り
合
っ
た
状
態
を
言
っ
て
い
る
と
考

　

え
ら
れ
る
。

　
だ
が
「
客
」
を
「
舍
」
あ
る
い
は
「
却
」
と
同
義
と
し
て
、「
犮

者
、
洫
（
溢
）
を
去
り
て
以
て
盈
を
平
か
に
す
。
石
者
、
有
余
を
客

（
舍
・
却
）
し
て
以
て
鈞
を
□
す
」
と
読
む
の
が
妥
当
な
の
だ
ろ
う

か
。犮
法
も
石
法
も
ど
ち
ら
も
実
の
状
態
に
用
い
る
治
療
法
と
な
る
。

「
犮
者
…
…
。
石
者
…
…
」
と
い
っ
た
形
式
で
書
く
な
ら
ば
、
何
か

し
ら
違
い
を
言
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
対
照
的
に
書
い
て
あ
る
な

ら
ば
、「
洫
」
を
「
溝
」
の
意
味
に
と
り
、「
精
気
（
正
気
）」
と
「
邪
気
」

の
言
葉
を
補
っ
て
、「
犮
は
、［
精
気
］
去
り
て
洫
（
溝
）
な
る
を
以

て
平
か
に
し
て
盈
た
す
。
石
は
、［
邪
気
］
客
し
て
有
余
な
る
を
以

て
□
し
て
鈞
し
く
す
」
と
読
み
下
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
犮

法
は
精
気
（
正
気
）
が
去
っ
て
洫
（
溝
）
と
な
っ
た
状
態
を
平
ら
に

し
て
盈
た
す
方
法
、
石
法
は
邪
気
が
や
っ
て
き
て
有
余
と
な
っ
た
状

態
を
取
り
除
い
て
均
す
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
犮
法
は
虚
に
対
す

る
治
療
法
、
石
法
は
実
に
対
す
る
治
療
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
（0
（

。

　
　
　
２
．
研
究
対
象
及
び
方
法

　『
天
回
医
簡
』
中
の
『
逆
順
』
及
び
『
犮
理
』
に
お
い
て
、
犮
法

と
石
法
が
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
。
そ
の
後
、
犮

図１　『逆順』簡２

図２　『逆順』簡 24
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３
．
１
．
２
．
犮
法
は
虚
に
、
石
法
は
実
に
用
い
る

　「
石
其
絡
脈
之
加
病
者
、
此
得
之
暑
与
熱
」（
其
の
絡
脈
の
病
に
加

え
ら
る
る
を
石
す
る
は
、
此
れ
之
を
暑
と
熱
に
得
）（『
逆
順
』
簡
35
）

　「
□
其
輸
之
当
病
者
、
得
之
飢
労
」（
其
の
輸
の
病
に
当
た
る
を
□

す
る
は
、
之
を
飢
労
に
得
）（『
逆
順
』
簡
36
）

　
こ
の
二
つ
の
文
が
対
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
程
見
た
よ
う
に
、
犮
法

は
「
輸
」
に
、
石
法
「
脈
」
に
施
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絡
脈
に
対

す
る
石
法
に
対
応
す
る
の
は
、輸
に
対
す
る
犮
法
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
判
読
不
能
字
の
□
は
犮
で
あ
ろ
う
。
石
法
は
「
暑
与
熱
」
に
因
る

実
の
状
態
に
、犮
法
は
「
飢
労
」
に
因
る
虚
の
状
態
に
用
い
て
い
る
。

　「
陰
陽
之
脈
、
択
盛
者
而
石
之
。
其
輸
、
択
急
者
而
犮
之
」（
陰
陽

の
脈
、
盛
ん
な
る
者
を
択
び
て
之
に
石
す
。
其
の
輸
、
急
な
る
者
を
択
び

て
之
に
犮
す
）（『
犮
理
』
簡
12
）

　「
石
嬰
脈
、
…
…
嬰
脈
不
盛
而
犮
其
兪
、
兪
不
実
而
…
…
」（
嬰
脈

を
石
す
、
…
…
嬰
脈
盛
ん
な
ら
ず
、
而
し
て
其
の
兪
を
犮
す
、
兪
実
な
ら

ず
、
而
し
て
…
…
）（『
犮
理
』
簡
46
・
47
）

「
陰
陽
之
脈
、
択
盛
者
而
石
之
」（
陰
陽
の
脈
、
盛
ん
な
る
者
を
択
び
て

之
を
石
す
）（『
犮
理
』
簡
48
・
49
）

　
石
法
は
盛
ん
な
る
も
の
、
実
し
た
と
こ
ろ
に
用
い
て
い
る
。『
犮
理
』

法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
考
察
し
、仮
説
を
提
示
す
る
。

　
　
　
３
．
結
果
及
び
考
察

　
３
．
１
．『
天
回
医
簡
』
の
犮
法
と
石
法
の
記
載

　
　
３
．
１
．
１
．
犮
法
は
輸
に
、
石
法
は
脈
に
施
す

　「
心
不
使
刑
（
形
）、
九
読
（
竇
）
不
通
。
心
応
輸
、
則
犮
其
輸
、

心
不
応
輸
則
石
其
脈
」（
心 

形
を
使お
さ

め
ざ
れ
ば
九
竇
通
ぜ
ず
。
心 

輸
に

応
ず
れ
ば
則
ち
其
の
輸
を
犮
し
、
心 

輸
に
応
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
其
の
脈
を

石
す
）（『
犮
理
』
簡
1
・
２
）

　「
肺
息
。
…
…
其
在
輸
、
犮
輸
。
其
亡
兪
、
石
其
脈
」（
肺
息
。
…

其
の
輸
に
在
れ
ば
輸
を
犮
す
。其
の
輸
に
亡
け
れ
ば
其
の
脈
を
石
す
）（『
犮

理
』
簡
４
・５
）

　「
胃
痛
。
食
疾
□
不
出
。
其
痛
也
、
徒
痛
而
不
応
輸
、
則
石
其
脈
、

応
則
犮
其
兪
」（
胃
痛
。
食
疾
く
□
出
で
ず
。
其
の
痛
む
や
、
徒
だ
痛
み

て
輸
に
応
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
其
の
脈
を
石
し
、
応
ず
れ
ば
則
ち
其
の
兪
を
犮

す
）（『
犮
理
』
簡
８
・
９
）

　「
犮
其
輸
」「
犮
輸
」「
石
其
脈
」「
石
脈
」
と
あ
る
よ
う
に
、
犮
は

「
輸
」
に
施
し
、石
は
「
脈
」
に
施
し
て
い
る
。「
所
胃
（
謂
）
輸
者
、

𦟜𦟜
（
脊
）
之
輸
也
」（『
犮
理
』
簡
29
・
30
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
輸
」

は
背
部
兪
穴
を
指
す
。「
脈
」
は
そ
の
多
く
は
四
肢
の
経
脈
あ
る
い

は
絡
脈
を
指
す
と
考
え
る（
（（
（

。
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緒
　
　
言

　
高
齢
者
が
入
院
を
契
機
に
食
事
摂
取
量
の
低
下
や
活
動
量
の
減
少

を
き
た
し
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
損
な
い
元
の
生
活
環
境
に
戻
る
こ
と
が
困
難

と
な
る
例
は
多
い
。
今
回
、
入
院
後
に
摂
食
・
活
動
が
低
下
し
た
高

齢
の
認
知
症
患
者
に
対
し
、
漢
方
治
療
を
行
っ
た
こ
と
で
自
宅
退
院

を
達
成
し
た
症
例
を
経
験
し
た
た
め
報
告
す
る
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症
　
例
】　
85
歳
、
男
性

【
主
　
訴
】　
食
事
摂
取
量
低
下

【
現
病
歴
】　
Ｘ
︱
14
日
よ
り
体
動
困
難
と
摂
食
困
難
が
あ
っ
た
。
Ｘ

日
朝
に
自
宅
内
で
転
倒
し
、
急
性
期
脳
梗
塞
（
左
皮
質
下
～
放
線
冠
）

と
神
経
因
性
膀
胱
に
よ
る
腎
後
性
腎
不
全
の
診
断
で
入
院
。
ク
ロ
ピ

ド
グ
レ
ル
75 

mg
の
内
服
と
膀
胱
カ
テ
ー
テ
ル
の
留
置
で
脳
梗
塞
、
腎

不
全
は
速
や
か
に
改
善
。
し
か
し
、
Ｘ
＋
２
日
よ
り
摂
食
量
が
０
～

２
割
に
低
下
。
ま
た
、
入
院
時
と
比
し
て
意
欲
が
低
下
し
、
リ
ハ
ビ

リ
に
対
す
る
拒
否
的
態
度
が
顕
在
化
。
ほ
ぼ
終
日
臥
床
状
態
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
漢
方
薬
に
よ
る
治
療
を
検
討
し
た
。

【
既
往
歴
】　
右
放
線
冠
ラ
ク
ナ
梗
塞
（
70
歳
、
後
遺
症
な
し
）

【
併
存
症
】　
認
知
症
（
81
歳
）、
高
血
圧
（
63
歳
）

【
内
服
薬
】　
エ
ナ
ラ
プ
リ
ル
10 

mg
、
テ
ル
ミ
サ
ル
タ
ン
20 

mg
、
ヒ
ド

ロ
ク
ロ
ロ
チ
ア
ジ
ド
25 

mg
、
ア
ゼ
ル
ニ
ジ
ピ
ン
16 

mg
、
ラ
ベ
プ
ラ

ゾ
ー
ル
10 
mg
、
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル
200 

mg
、
デ
ュ
ロ
キ
セ
チ
ン
60 

mg

【
社
会
生
活
歴
】　
飲
酒
：
日
本
酒
１
合
５
～
６
日
／
週
、
喫
煙
：

吸
っ
た
こ
と
が
な
い
、
生
活
環
境
：
妻
と
２
人
暮
ら
し
、
入
院
前
の

入
院
加
療
中
に
出
現
し
た
食
欲
・
意
欲
低
下
に
対
し
て

　
釣
藤
散
が
奏
効
し
た
高
齢
患
者
の
１
例

○
1）2）‌

三
ケ
田
顕
子
・
　3）

畝
田
一
司
・
　3）

古
川
直
幸

　3）

金
子
　
彰
・
　3）

三
潴
忠
道
・
　3）

田
原
英
一
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Ａ
Ｄ
Ｌ
：
お
お
む
ね
自
立

【
現
　
症
】　
身
長
162 

cm
、
体
重
57
・
３
kg
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
21
・
８
kg
／
m2
、

血
圧
170
／
84 

mm 

Hg
、、
脈
拍
77
回
／
分
、
体
温
36
・
０
℃
、
Sp 

O2 

96
％
（
室
内
気
）、Japan C

om
a scale I-2

、
右
上
肢
に
徒
手
筋
力
テ

ス
ト
ス
ケ
ー
ル
４
（
抵
抗
を
加
え
て
も
、
上
肢
を
運
動
域
全
体
に
わ

た
っ
て
動
か
せ
る
）
の
軽
度
麻
痺

【
血
液
・
生
化
学
検
査
】（
Ｘ
＋
３
日
、
腎
不
全
改
善
後
）　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
６

９
１
０
／
µL
、
Hb 

13
・
９
ｇ
／
dL
、
Plt 

26
・
４
×
104

／
µL
、
Ｔ
Ｐ
6.6

／
dL
、
Alb 

3.2 

ｇ
／
dL
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
12
・
１
mg
／
dL
、
Cr
０
・
97 

mg
／

dL
、
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
56
・
０
mL
／
分
／
１
・
73 

m2

、
Ｕ
Ａ
3.8 

mg
／
dL
、

Na 

139 

mEq
／
Ｌ
、
Ｋ
3.5 

mEq
／
Ｌ
、
Cl 

102 

mEq
／
Ｌ
、
Ｃ
Ｋ
27
Ｕ
／
Ｌ

【
漢
方
医
学
的
所
見
】

〔
自
覚
症
状
〕　
問
診
に
は
拒
否
的
な
態
度
を
示
し
て
お
り
、
患
者
本

人
へ
の
自
覚
症
状
の
詳
細
な
聴
取
は
困
難
で
あ
っ
た
。
寒
熱
は
判
定

不
可
。
食
事
摂
取
量
低
下
。
口
渇
の
訴
え
は
な
し
。
同
居
家
族
へ
の

聴
取
で
は
入
院
前
は
昼
夜
問
わ
ず
頻
尿
で
あ
っ
た
。
入
院
後
は
緩
下

剤
を
使
用
し
、
数
日
に
一
回
泥
状
便
あ
り
。
発
汗
な
し
。
睡
眠
に
は

入
眠
剤
を
使
用
。
夜
間
不
穏
は
Ｘ
日
の
み
認
め
た
。

〔
他
覚
的
所
見
〕　

表
情
は
乏
し
く
、
や
や
痩
せ
型
。
動
作
は
緩
慢
。

目
の
充
血
や
眼
瞼
痙
攣
は
な
し
。
声
は
小
さ
く
口
数
は
少
な
い
。
口

臭
な
し
。
舌
候
：
淡
紅
色
、
乾
湿
中
間
の
微
白
苔
、
胖
大
・
舌
下
の

静
脈
怒
張
・
挺
舌
時
振
戦
な
し
。
脈
候
：
虚
実
中
間
、
や
や
濇
。
腹

候
：
腹
力
中
等
度
、
心
下
痞
鞕
軽
度
、
小
腹
不
仁
あ
り
。
胸
脇
苦

満
・
振
水
音
・
腹
部
動
悸
な
し
。

【
経
　
過
】　
明
確
な
冷
え
所
見
が
な
い
こ
と
か
ら
陽
証
で
あ
り
、
表

証
・
裏
証
に
乏
し
く
少
陽
病
と
診
断
し
た
。
ま
た
、
脈
候
・
腹
候
か

ら
虚
実
中
間
と
判
定
し
た
。
食
事
摂
取
量
低
下
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
気
虚
（
脾
気
虚
）
を
考
え
、
抑
う
つ
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
気
滞
と
捉
え
た
。
さ
ら
に
小
腹
不
仁
を
認
め
た
こ
と
か
ら
腎
虚
と

考
え
た
。

　
以
上
か
ら
、
少
陽
病
・
虚
実
中
間
の
方
剤
で
、
気
虚
の
改
善
と
鎮

静
を
目
標
に
、
Ｘ
＋
５
日
よ
り
釣
藤
散
エ
キ
ス
7.5
ｇ
（
ツ
ム
ラ
社
）

の
投
与
を
開
始
し
た
（
図
１
）。
Ｘ
＋
10
日
頃
か
ら
徐
々
に
食
事
量

が
増
え
始
め
、
Ｘ
＋
13
日
に
点
滴
を
終
了
し
た
。
ま
た
、
釣
藤
散
開

始
後
に
血
圧
管
理
状
況
が
改
善
し
、
Ｘ
＋
10
日
か
ら
降
圧
剤
を
中
止

し
た
。
さ
ら
に
、「
80
だ
か
ら
あ
と
何
も
し
な
く
て
い
い
」
な
ど
と

い
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
時
の
拒
否
的
だ
っ
た
言
動
が
、
釣
藤
散
開
始
４
日

後
に
は
「
隣
の
人
は
退
院
し
た
の
か
？
」
と
す
っ
き
り
し
た
表
情
で

声
量
も
や
や
大
き
く
な
り
、
柔
和
で
協
力
的
な
言
動
に
変
化
し
た
。

最
終
的
に
は
「
明
日
家
に
帰
れ
る
の
、
あ
と
１
日
だ
」
と
笑
顔
で
会

話
さ
れ
、
起
立
や
立
位
保
持
が
可
能
な
軽
介
助
レ
ベ
ル
の
身
体
機
能

ま
で
改
善
し
た
。
釣
藤
散
開
始
前
は
点
滴
加
療
を
含
む
訪
問
診
療
の

導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
食
事
摂
取
量
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改
善
を
確

認
し
、
Ｘ
＋
19
日
に
本
人
が
希
望
す
る
自
宅
退
院
を
達
成
し
た
。
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考
　
　
察

　
本
症
例
で
は
、
脳
梗
塞
・
腎
不
全
の
治
療
が
落
ち
着
き
、
入
院
時

の
病
態
が
軽
快
し
た
段
階
で
出
現
し
た
摂
食
・
意
欲
の
低
下
で
あ

り
、
認
知
症
の
周
辺
症
状
が
顕
在
化
し
た
と
考
え
た
。
釣
藤
散
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
、
摂
食
量
が
増
加
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
対
す
る
意
欲
も

向
上
し
た
。
ま
た
、
血
圧
管
理
も
改
善
し
、
病
前
に
内
服
し
て
い
た

４
種
類
の
降
圧
薬
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
釣
藤
散
の
出
典
は
﹃
普
済
本
事
方
﹄
で
、「
肝
厥
頭
暈
す
る
こ
と

を
治
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
浅
田
宗
伯
の
﹃
勿
誤
薬
室

方
函
口
訣
﹄
で
は
、「
こ
の
方
は
、
俗
に
い
わ
ゆ
る
癇
症
の
人
、
気

逆
甚
し
く
、
頭
痛
眩
暈
し
、
或
は
肩
背
強
急
眼
目
赤
く
心
気
鬱
塞
す

る
者
を
治
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。
11
の
構
成
生
薬
（
釣
藤
鈎
・
菊

花
・
防
風
・
人
参
・
茯
苓
・
石
膏
・
麦
門
冬
・
甘
草
・
生
姜
・
陳
皮
・
半

夏
）
か
ら
な
り
、
伝
統
的
に
は
、
高
血
圧
傾
向
の
患
者
の
頭
痛
・
め

ま
い
・
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
症
状
を
目
標
に
処
方
さ
れ
る
。

　
認
知
症
の
症
状
は
、
記
憶
障
害
や
見
当
識
障
害
と
い
っ
た
中
核
症

状
と
、
行
動
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
に
大
別
さ
れ
る
。
後
者
は
さ

ら
に
幻
覚
や
せ
ん
妄
な
ど
の
陽
性
症
状
と
、
無
気
力
や
意
欲
低
下
な

ど
の
陰
性
症
状
に
分
け
ら
れ
る
が
、
後
者
は
前
者
に
比
べ
て
臨
床
現

場
で
は
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
に
く
く
、
治
療
介
入
に
至
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
に
対
す
る
漢
方
薬
の
臨
床

図１　治療経過
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は
じ
め
に

　
木
防
已
湯
は
心
不
全
に
よ
る
呼
吸
困
難
や
浮
腫
に
対
し
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
方
剤
だ
が
、
心
不
全
の
併
存
し
な
い
症
例
に
対
し
使

用
さ
れ
る
報
告
も
少
な
い
な
が
ら
散
見
さ
れ
る
。
今
回
心
下
痞
堅
を

目
標
に
心
不
全
の
な
い
症
例
に
木
防
已
湯
を
使
用
し
た
１
例
を
経
験

し
た
の
で
報
告
す
る
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症

　例
】　
40
代
、
女
性

【
主

　訴
】　
持
続
す
る
心
窩
部
痛

【
既
往
歴
】　
28
歳
：
高
度
異
形
成
、
35
歳
：
胆
石
・
胆
嚢
摘
出
術

【
併
存
疾
患
】　
双
極
性
障
害
、
２
型
糖
尿
病
、
高
尿
酸
血
症
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
、
過
敏
性
腸
症
候
群
、
酒
皶
、
右
肩
関
節
周
囲
炎

【
内
服
薬
】　（
リ
エ
ゾ
ン
精
神
科
）
ニ
ト
ラ
ゼ
パ
ム（
５
） １
錠 

分
１
、

レ
ン
ボ
レ
キ
サ
ン
ト（
５
） １
錠 

分
１
、
バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
200
） ４
錠 

分
２
、
ル
ラ
シ
ド
ン
塩
酸
塩（
20
） ３
錠 

分
１
、
加
味
帰

脾
湯
エ
キ
ス
顆
粒 

１
包 

分
１
、
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
フ
ェ
ノ
ー
ル

フ
タ
リ
ン
酸
塩
18 

mg 

不
穏
時
頓
用
。（
皮
膚
科
）
デ
ザ
レ
ッ
ク
ス

（
５
）１
錠 

分
１
。（
消
化
器
内
科
）
酪
酸
菌
配
合
剤
３
錠 

分
３
、
エ

ロ
ビ
キ
シ
バ
ッ
ト
水
和
物（
５
）１
錠 

分
１
。（
糖
尿
病
内
科
）
メ
ト

ホ
ル
ミ
ン
塩
酸
塩（
500
）
２
錠 

分
２
、
チ
ル
ゼ
パ
チ
ド（
15
） 

週
1

回
皮
下
注
射
。（
整
形
外
科
）
桂
枝
加
朮
附
湯
エ
キ
ス
顆
粒
３
包 

分

３
。（
近
医
内
科
）防
風
通
聖
散
エ
キ
ス
顆
粒 

３
包 

分
３
。

【
ア
レ
ル
ギ
ー
】　
青
魚
、
山
芋
、
は
ん
ぺ
ん
、
金
属

【
生
活
歴
】　
夫
と
息
子
の
３
人
暮
ら
し
、
喫
煙
歴
：
36
歳
で
禁
煙
、

飯
塚
病
院

　月
曜
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　臨
床
経
験
報
告
会
よ
り
〔
通
算
◯171
〕

『
最
近
の
治
験
・
知
見
・
事
件
!?
』　
パ
ー
ト
Ⅱ
◯156

心
下
痞
堅
を
目
標
に
木
防
已
湯
を
使
用
し
た
１
例

○ 

川
野
綾
子
・
松
山
　
圭
・
竹
内
　
肇
・
中
尾
桂
子

 

吉
永
　
亮
・
矢
野
博
美
・
井
上
博
喜
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飲
酒
：
な
し

【
現
病
歴
】　
Ｘ
︱
８
年
頃
よ
り
心
窩
部
痛
あ
り
。
Ｘ
︱
２
年
７
月
に

前
医
消
化
器
内
科
を
受
診
、
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
、
下
部
消
化

管
内
視
鏡
検
査
、
腹
部
Ｃ
Ｔ
検
査
、
小
腸
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
を

施
行
し
た
が
腹
痛
の
原
因
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
慢
性
的
な
嘔
気

や
便
秘
・
下
痢
も
伴
っ
て
お
り
、
機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
と
し
て

オ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
、
ボ
ノ
プ
ラ
ザ
ン
フ
マ
ル
酸
塩
、
レ
バ
ミ
ピ
ド
、

テ
プ
レ
ノ
ン
、
ア
コ
チ
ア
ミ
ド
、
ド
ン
ペ
リ
ド
ン
、
過
敏
性
腸
症
候

群
と
し
て
整
腸
剤
、
リ
ナ
ク
ロ
チ
ド
、
ポ
リ
カ
ル
ボ
フ
ィ
ル
カ
ル
シ

ウ
ム
が
処
方
さ
れ
た
が
腹
痛
は
持
続
し
、
唯
一
効
果
の
あ
る
ブ
チ
ル

ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
を
多
い
時
に
は
４
～
５
回
／
日
内
服
し
て
い
た
。
Ｘ

年
11
月
に
漢
方
治
療
を
希
望
し
当
科
を
受
診
し
た
。

【
現

　症
】　
身
長
154
・
５
cm
、
体
重
61
・
８kg
、
血
圧
109
／
71 

mm 

Hg
、

脈
拍
93
回
／
min
、
体
温
36
・
４
℃
、
心
音
・
呼
吸
音
に
異
常
な
し
。

【
検
査
所
見
】　
血
液
検
査
・
12
誘
導
心
電
図
・
胸
部
Ｘ
線
検
査
に
特

記
事
項
な
し
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
：
77
、
特
性
不
安
80
点
（
Ⅴ
）、
状
態
不

安
77
点
（
Ⅴ
）。

【
漢
方
医
学
的
所
見
】
　暑

が
り
の
寒
が
り
。
手
足
は
冷
た
く
、
熱
い

風
呂
を
好
む
。
食
欲
不
良
（
糖
尿
病
内
科
で
チ
ル
ゼ
パ
チ
ド
開
始
後

-20 

kg
／
10
カ
月
）。
尿
７
～
８
回
／
日
、
便
２
～
３
日
ご
と
に
便
秘
と

下
痢
を
繰
り
返
す
、
下
剤
を
用
い
排
便
が
あ
る
日
は
水
様
便
３
～
４

回
／
日
。
入
眠
困
難
は
な
い
が
中
途
覚
醒
と
早
朝
覚
醒
あ
り
、
悪
夢

多
い
。
口
渇
あ
り
、
冷
水
を
好
み
、
３
Ｌ
／
日
、
口
唇
乾
燥
強
い
。

眩
暈
や
立
ち
く
ら
み
、
水
様
鼻
汁
、
頭
痛
が
あ
り
、
天
候
と
の
関
連

は
乏
し
い
。
抑
う
つ
、
喉
の
つ
か
え
、
動
悸
、
易
驚
性
あ
り
。
診
察

時
は
穏
や
か
だ
が
、
情
緒
不
安
定
で
涙
も
ろ
か
っ
た
り
死
に
た
く
な
っ

た
り
、
家
族
へ
手
を
あ
げ
た
り
し
て
し
ま
い
、
頓
服
薬
を
使
用
し
て

も
制
御
で
き
な
い
。
食
後
に
嘔
気
強
く
毎
日
嘔
吐
す
る
た
め
、
常
に

吐
い
て
も
よ
い
箱
を
準
備
し
て
い
る
。
食
後
の
眠
気
や
胃
下
垂
あ
り
。

目
の
疲
れ
、
脱
毛
、
肌
荒
れ
、
爪
割
れ
あ
り
、
内
出
血
も
多
い
。

　
顔
色
普
通
、
色
白
、
酒
皶
あ
り
。
脈
候
：
浮
沈
中
間
、
強
弱
中

間
。
舌
候
：
暗
紫
紅
、
腫
大
、
歯
痕
、
微
白
苔
、
乾
燥
、
亀
裂
舌
、

舌
下
静
脈
怒
張
。
腹
候
：
腹
力
や
や
軟
弱
で
蝦
蟇
腹
、
心
下
痞
堅
、

心
下
悸
、
臍
上
悸
あ
り
、
上
腹
部
は
冷
た
い
。
胸
脇
苦
満
な
し
。
四

肢
：
下
腿
浮
腫
の
訴
え
あ
る
が
ご
く
わ
ず
か
、
足
首
は
冷
た
い
。

【
経

　過
】
　他

院
で
も
漢
方
薬
処
方
あ
り
。
桂
枝
加
朮
附
湯
の
中
止

は
同
意
が
得
ら
れ
た
が
防
風
通
聖
散
の
継
続
を
強
く
希
望
さ
れ
た
こ

と
、
ブ
チ
ル
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
に
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
ま
ず
は
ツ
ム

ラ
桂
枝
加
芍
薬
湯
エ
キ
ス
顆
粒
１
包 

分
１
を
開
始
。
１
週
間
後
に

精
神
状
態
悪
化
の
た
め
リ
エ
ゾ
ン
精
神
科
へ
の
任
意
入
院
の
予
定
が

決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
入
院
後
よ
り
本
格
的
に
介
入
を
開
始
し
た
。

　
や
や
虚
症
で
、
冷
え
は
強
く
な
く
、
気
鬱
や
気
逆
、
血
虚
が
目

立
っ
た
が
、
心
下
痞
堅
を
目
標
に
ツ
ム
ラ
木
防
已
湯
エ
キ
ス
顆
粒
２

包 

分
２
を
開
始
し
、
元
々
内
服
し
て
い
た
ツ
ム
ラ
防
風
通
聖
散
エ
キ
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考
　
　
察

　
木
防
已
湯
は
『
金
匱
要
略
』
を
原
典
と
し
、「
膈
間
の
支
飲
、
其

の
人
喘
満
し
、
心
下
痞
堅
し
、
面
色
黧
黒
、
其
の
脈
沈
緊
、
之
を
得

て
数
十
日
、
医
之
を
吐
下
し
て
愈
え
ざ
る
は
木
防
已
湯
之
を
主
る（
１
）」

と
さ
れ
て
お
り
、
喘
満
、
心
下
痞
堅
、
面
色
黧
黒
、
脈
沈
緊
が
木
防

已
湯
の
使
用
目
標
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
木
防
已
湯
の
投
与
に
よ
り
心
不
全
患
者
の
自
覚
症
状
、
臓
器
う
っ

血
、
前
負
荷
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
研
究
報
告（
２
）も

あ
り
、
心
不
全
に

よ
る
呼
吸
困
難
や
浮
腫
に
対
し
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
一

方
で
『
聖
済
発
蘊
』
に
は
、「
格
別
ニ
水
気
見
ヘ
ズ
ト
モ
心
下
痞
鞕

上
衝
シ
テ
渇
ス
ル
者
ニ
ハ
此
方
ヲ
処
ス
ル
コ
ト
有
リ（
３
）」

と
水
毒
所
見

が
は
っ
き
り
し
な
く
て
も
、
心
下
痞
鞕
と
上
衝
、
口
渇
が
木
防
已
湯

の
目
標
に
な
り
う
る
と
あ
る
。
ま
た
、
心
不
全
を
伴
わ
な
く
と
も
、

心
下
痞
堅
を
目
標
に
木
防
已
湯
を
使
用
し
有
効
で
あ
っ
た
症
例
の
報

告（
４
）が

あ
る
。
今
回
の
症
例
で
は
心
下
痞
堅
は
認
め
る
も
の
の
、
喘

満
、
面
色
黧
黒
、
脈
沈
緊
と
い
っ
た
一
般
的
に
木
防
已
湯
の
使
用
目

標
と
さ
れ
る
所
見
は
認
め
ず
、
心
不
全
も
併
存
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
双
極
性
障
害
の
悪
化
と
思
わ
れ
る
強
い
衝
動
を
伴
う

苛
つ
き
を
上
衝
と
と
ら
え
る
と
、
３
Ｌ
／
日
の
飲
水
や
強
い
口
唇
乾

燥
も
あ
り
、
木
防
已
湯
の
適
応
と
し
て
矛
盾
し
な
い
所
見
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
た
。

ス
顆
粒
を
３
包 

分
３
→
２
包 

分
２
へ
減
量
し
た
。
１
週
間
後
、
ブ

チ
ル
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
の
内
服
は
２
回
／
週
の
み
に
減
少
、
腹
痛
の
継

続
時
間
は
短
縮
し
、
う
ず
く
ま
る
よ
う
な
疼
痛
は
消
失
し
た
。
毎
日

下
痢
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
む
し
ろ
毎
日
排
便
が
あ
り
気
持
ち

が
良
い
と
の
こ
と
で
木
防
已
湯
を
継
続
し
た
。
２
週
間
後
、
軽
度
の

腹
痛
は
あ
っ
た
が
、
ブ
チ
ル
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
は
１
回
も
内
服
せ
ず
に

済
ん
だ
。
２
～
３
回
／
日
の
下
痢
は
持
続
し
て
い
た
た
め
、
ツ
ム
ラ

防
風
通
聖
散
エ
キ
ス
顆
粒
を
２
包 

分
２
→
１
包 

分
１
へ
減
少
し
た
。

　
４
週
間
後
（
こ
の
間
に
自
宅
退
院
）、
腹
痛
の
再
燃
な
く
、
心
下
痞

堅
は
か
な
り
軽
減
し
軽
度
の
心
下
痞
鞕
の
み
と
な
っ
た
た
め
、
多
飲

や
下
腿
浮
腫
、
蝦
蟇
腹
を
目
標
に
ツ
ム
ラ
木
防
已
湯
エ
キ
ス
顆
粒
を

ツ
ム
ラ
防
已
黄
耆
湯
エ
キ
ス
顆
粒
へ
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
８
週
間
後

に
は
心
下
痞
堅
が
再
燃
、
強
い
腹
痛
が
再
燃
し
毎
日
２
～
３
回
ブ
チ

ル
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
を
内
服
、
４
～
５
日
ご
と
に
便
秘
と
下
痢
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ツ
ム
ラ
木
防
已
湯
エ
キ
ス
顆
粒
を
再
開
し
、

12
週
後
に
は
心
窩
部
痛
は
１
回
／
週
へ
、
嘔
吐
は
１
～
２
回
／
月
へ

減
少
、
毎
日
下
痢
あ
る
が
不
都
合
は
な
く
、
心
下
痞
堅
は
軽
減
し
た
。

経
過
中
、
尿
回
数
は
７
～
８
回
／
日
で
変
化
は
な
か
っ
た
。「
や
っ
ぱ

り
今
の
薬
が
合
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
も
み
ぞ
お
ち
の
あ
た
り
が
軟

ら
か
く
な
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
す
」
と
本
人
も
効
果
を
実
感
し
て

い
る
た
め
、
現
在
も
木
防
已
湯
エ
キ
ス
を
継
続
し
て
い
る
。
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出　

題　

中　

川　

良　

隆

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1 ２

０
２
６
年
４
月
号
出
題　

第
73
問

立
ち
上
が
れ
な
い
、
歩
か
れ
な
い

【
症　

例
】　

40
歳
代
（
昭
和
53
年
生
）、
女
性

【
主　

訴
】　

立
ち
上
が
れ
な
い
、
歩
か
れ
な
い

【
現
病
歴
】　

令
和
Ｘ
年
の
７
月
よ
り
、
胃
炎
、
血
の
道
症
、
冷
え
症
、

肥
満
、
便
秘
、
足
の
む
く
み
等
々
の
傷
病
あ
る
い
は
症
候
で
通
院
中

の
患
者
。
発
達
障
害
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
障
碍
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
て
い
る
。

【
現　

症
】　

初
診
時
は
体
重
68
㎏
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
27
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
56
㎏
ま
で
落
ち
て
い
る
。
頭
が
痛
む
、
頭
が
重
い
、
身
体
が
冷
え

て
む
く
み
っ
ぽ
い
、
生
理
が
不
順
、
眠
ら
れ
な
い
等
々
を
訴
え
た
。

腹
診
で
腹
部
膨
満
し
腹
皮
が
ヒ
ヤ
ッ
と
冷
た
い
が
、
腹
力
は
あ
り
、

実
証
腹
と
診
た
。
よ
っ
て
肥
満
、
水
毒
体
質
、
更
年
期
症
状
に
対
し

防
風
通
聖
散
、
五
積
散
、
桂
枝
茯
苓
丸
を
中
核
と
し
た
治
療
を
開
始

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
方
に
よ
く
反
応
し
、
体
重
は
１
カ
月
弱
で
５
㎏

落
ち
、
そ
の
後
ま
た
１
カ
月
弱
で
３
㎏
落
ち
て
い
る
。
途
中
か
ら
爆

発
的
な
イ
ラ
イ
ラ
発
作
に
抑
肝
散
を
処
方
し
、
服
し
て
い
る
と
調
子

が
良
い
と
喜
ば
れ
た
。

　

患
者
は
、
精
神
科
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
整
形
外
科
あ
る
い
は
婦
人

科
を
受
診
し
て
い
る
。
更
年
期
症
状
に
対
し
プ
ラ
セ
ン
タ
治
療
を
受

け
軽
く
な
っ
た
と
口
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
喘
息
が
出
て
そ
の
治
療

を
受
け
た
と
も
い
っ
て
い
た
が
、
総
合
的
に
は
安
定
し
た
経
過
を
辿

っ
て
い
た
。

　

こ
の
患
者
で
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
成
育
歴
で
あ

る
。
幼
い
頃
母
親
の
虐
待
を
受
け
て
育
っ
た
の
で
、
今
で
も
し
ば
し

ば
脅
え
て
過
度
に
緊
張
す
る
と
口
に
し
た
。
父
親
は
そ
の
虐
待
を
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
、
と
。
発
達
障
害
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
と
診
断
さ
れ
た
背
景
に
こ
の
成
育
歴
が
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

令
和
Ｘ
年
10
月
23
日
、
車
椅
子
で
診
察
室
に
入
っ
て
き
た
。
５
日

前
の
夕
方
よ
り
歩
か
れ
な
く
な
っ
た
。
む
く
み
が
ひ
ど
く
、
足
が
重




